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昭 和 37年 6 月 20 日 第 19群 　内 分泌 に 関 す る 問題

成雛 家兎 酪 グ ル ープ に 分 け， そ れ ぞれ に vit　P・

C，E ，
　KCI ，　ACTH ，　DOCA ，　Androgen ，　Estradiol，　Estr．

i。1，。d。。 nal 三・ Pred ・ni ・・ At・ni ・ P ・・gester … G ・ n ・d°−

trophin （協力性） を 20 ロ〜60 日間投与 して そ の 副腎 を

検索した．屠殺 は ラ ボ ナ
ール

，
チ 夘 ・・ ン の 婦 急速注

射に よ っ た ．染色 は， ア ル コ
ー

・凋 定 ・
・ ウ フ ィ 瑚

片 ， 脱 パ ラ し， 0．35％ プ ロ ム ク レ ゾール バ イ オ レ ッ トの

イ ソ ブ チ ル ア ル v 一ル 溶液で 5分 臨 ｛1染色 水洗後蛍光

混合色素で 3分間後染色 し， 単 シ ロ ッ プ封入 ， 英弘蛍光

装 置 を 肺 ・た．観察は前染色 の み の場 合 と・ 後染色 した

場 合の 2 通 りで あ る ．

　実験結果 ：1）　正常家兎，ラ ッ bの 球状層と同
一一・」li光

を 示す層は 家兎では 現 わ れ ない こ とカ・多い ・ラ ・ bの 移

行層は 束状層 と同
一

蛍光 を 示 す の で家兎 に移行層が存在

した と して も色調別 に 区分出来 ない ．家兎 に 常に存在す

る所 の 被膜下の 細胞密集部 を内球状層と した．2） 高濃

度 KCI ，　And ・・9・ n ・t・nin 　E ・t・i・I　G 。 m ・d・t・・phin を

注射 した場合は ， 前染色に よつ て 球 状 層の 部 に 被膜 と同

一蛍光物 が 見出 さ れ る．こ れ は被膜よ り内方 に 向つ て あ

る もの が 移行 した もの と 推定 す る．3） 内球状層と束状

層あ境界附近 に 明調 な層 （黄〜澄色） を作 るの は ，高濃

度 KCI ，
　Golladotrophin　Estriol，　 Vit．　C　P ，を投 与 した

時で あ る が ，
こ れ を移行層と考 え る よ りも ， 毛細血管壁

の 透過性 に 関係す る層 と考えた 方が 良 さ そ う で あ る．

H ．E．染色で は こ の層は不明瞭で あ る．4）　束 状層細胞

の 核に黒斑 を生 じs “s る もの はACTII （前染色で頗

全 層 に被 膜 と同
一蛍光物 が 散在す る．）及びVit．　E であ

る，内球状層細胞の 核に 黒斑 を 生 じさ せ る 毛の は ， 低濃

度 KCI，　Pred ・ni ・ e
，　Vit・E ・D ・cA で こ の 黒斑 は層 の 分

泌 機能 に関係 す る もの と推定す る．5） 網状層 の 特別の

変化 と して 核の 輝度の 相違で あ る．輝 度大 と な る も の

は ，
Androgen，　KCI ，　Estriol，　Gonadotrophin　Atonin．

小 と な る もの は DocA ，　Estradiol を投与 した 時 で あ る・

6） 束状層の 染色性 の 増加 と核 の 輝 度 を低 下 ざせ る もの

は Predonlne，　Estradiol で同層の 機能低 下 を 来 た した

屯の と考える．7） 低濃度KC 且（O．7％）投与で は前染

色 で球状層の 部 に 変化 は 見 られ ず 後染色 で 内球状層の

肥大 が観察 さ れる．常に機能亢進状態 に あ る と云 わ れ る

家兎副腎は低濃度の KC1 投与で は 内球状層 の みで こ れ

を処 理 出来 る が，高濃 度 に な る と処 理 不充分 と な り，細

胞増殖 し ，
ラ ッ ト と同

一蛍 光 を示す所 の 外球状層を形成

　して 処 理 す る もの と考える．こ の 場合内球状層は縮小 し

て い る。
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　結論 ：家兎忌凵腎に 於 け る 種メぐの 変イ匕は 文献白勺に ラ ッ

ト tY ウ ス の 場合 と臘 す る と多少の 差異セ鐙 る 猷 差

な く，家兎副腎皮質 の構成 ， 機能 に 関 して も，一元 的機

能局在性 を思 わ しめ る ．

　213．（示） Cortieoid阻害物質 に 関す る組織学

的研究 （第 1 報） Glycyro 皿 に つ い て

　　　　　（旭川 日赤）　松田　禎夫 ，小田　欣
一

　W 一
系雄 白鼠に Glycyron を投 与 し，副 腎皮質 ・

肝
・

腎の corticoid 代謝機構 を 組織学的 に検討 し た．

　1） Glycyron に は 対副腎皮質直接作用が 推定 さ れ ・

皿 ineral　corticoid の 軽度 の 分 泌 と ， か な りの Gluco−cor ・

ti。。id と sexh ・・m ・n ・ の 分 泌 を来 た す．換言す れ ば・

DOCA 様作 用，　ACTH 様作用と Androgen 様作用

を来 た す．

　2）　Glycyronに よっ て ， 肝 に お い て は 生 化 学的 に み

られ る corticoid の 代謝非活性化 に 相応 した肝小 葉の 中

心 静脈 を め ぐる肝細胞 cort 量coid の消長所見の みならず ，

腎細尿管遠位部に corticoid 代謝 を証明 し得た・

　3） Glycyronの corticoid 代謝機構 に 及 ぼ す 影響は ・

Glycyron に よる
一

応の 刻瀏 腎皮質直接作用 に よ つ て

corticoid の 分泌を来た し，血 中の corticoid は 諸物質

代謝 に相関して 利用 さ れ る．一方 ， 肝 ・腎に お い て は

Glycyron に よつ て corticoid の 非活性 化阻止が お こ り・

さ らに血 中 corticoid 濃度 の 上昇及び持続 を 来 たす・こ

の stereid 濃度が 間脳下垂 体系に 作用 して，あ るい は A

CTH の 分泌易進 ま た は阻 止 を招 き ， そ れ に 従つ て 副腎

皮質に 影響 を来 た す．こ の 内因性代謝機構 に 加 える に タト

因性 ・・ rti・・id 及 び Giy・y ・… が働けば，生体 内薬理 作

用を攤 齔 す るが ，Gly・y・・n は 生体 並 び に ・・ rti・・id 代

謝 臓 器 を好 ま しい 状態 に保 つ もの であろ う．

　 214．（示 ） 性ホ ル モ ン 作用発現 に 関す る研 究

　　　　（東北大）

　　　 九嶋　勝司，鈴木 　雅洲，金井

　　　 高橋　克幸，安部　徹良 ，平野

　　　　新藤　邦男

性 ホ ル モ ン が target 　organ に 到達 す る と，

男

男

忠

睦

そ の 臓器

に は ， そ の ホ ル モ ン に対 す る特異的 な 生物 学的反応が 見

られ る．吾ft は ， こ の 生 物学的反応を生 化学的 見 地 か ら

解 明 し よ う と して 各種 の 実験を重ね て来 た が ， 今 回 は ．

最近行つ た 2 ，3 の 実験に つ い て 報告す る．

　1）　estrogen 　カヨ　glycolysis に 関．与す る 場合，　estradiol

と estrone の 転挨反応 を介 して 行わ れ る事が 知 ら れ て

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


